
　本校生徒会と有志の生徒が「新型コロナからみんなを守る県民運
動」に取り組み、感染防止対策メッセージカードを作成しました。

荒高掲示板
新型コロナから

みんなを守る県民リレー

新型コロナからみんなを守る県民リレー

～ 一人一人の思いやりが、みんなを救います ～

　

地域包括支援センター ℡86-0112

～高齢者虐待をなくすために
　　　　　　　　　地域で支え合いましょう～

【高齢者虐待相談窓口】白鷹町地域包括支援センター（☎ 86-0112）

《高齢者の様子から》
□不自然なけがや傷がある
□急に怖がる。家族をみるとおびえる
□無気力、投げやりである
□栄養失調、脱水症状がみられる
□悪臭がする。服が汚れている。部屋が汚い
□介護サービス利用や病院の受診が減った
□傷やあざの説明のつじつまがあわない、話した
　がらない
□やせてきている

《養護者の様子から》
□介護に疲れている
□無気力、投げやりである
□高齢者を怒鳴る。しつけといってたたく
□高齢者の世話に対する不平・不満が多い
□介護サービスを受けさせない
□家に人を入れない。高齢者と親戚や友人などを
　会わせない
□保健・福祉の担当者と会うのを嫌うようになる
□留守にしていることが多い

高齢者虐待を防止するために、地域や家庭でちょっと考えてみましょう。

　高齢者虐待はどこの家庭にも、だれにでも起こりうる身近な問題です。私たち一人ひとりが高齢者
虐待に対する認識を深め、普段の生活の中で気がついたことや、できることから行動することで、高
齢者虐待の防止につながります。重大な危険が生じていない場合であっても、「虐待かもしれない」
と思ったら、早めに相談・連絡してください。
　守秘義務により、ご連絡していただいた方のお名前が、周囲に漏れることはありません。安心して
ご相談・ご連絡ください。

　白鷹学講座開催支援事業は、「白鷹で学ぶ」「白鷹を学ぶ」ために、町民が直接企画運営する事業に対して
支援を行います。
　学ぶ機会を作るのはもちろんのこと、町民の生きがい、町内の活気づくりや実施の過程で生まれるさまざ
まな「つながり」から豊かな人材を育成することなどを目的としています。補助総額は１００万円を予定し
ています。

　具体的には、講演会、研修会、演奏会、大会、ワークショップなど、幅広い事業にご活用いただけます。
補助の対象となる事業かどうか判断が難しい場合は、事務局までお問い合わせください。

《補助額》10万円～ 50万円

《補助率》対象経費の１００％

対象となる経費

報償費（謝金）、旅費（講師などの交通費、宿泊費）、消耗品費、食糧費（会議お茶代など）、印刷製本費、
通信費（チラシ送付など）、保険料、委託料、使用料および賃借料　など
※入場料などがある場合は、その額を差し引いて補助します。

対象となる事業
（下記の全てにあてはまるもの）

《 団体について》
①代表者：令和 2 年 4 月 1 日時点で白鷹町に住所
　があること。
②構成員：3名以上で構成されていること。
《事業内容について》
①会員だけが参加する事業ではなく、町報などを用
　いて広く参加を募り開催すること。
②白鷹町内で開催すること。
③開催回数は年度内に 2回までとすること。
④補助対象経費の合計が 10万円以上であること。
※ただし、営利、政治活動、宗教活動を目的とする
　団体は対象となりません。

補助の対象期間

令和３年３月 31日まで完了してください。

交付スケジュール

【申請書提出期限】令和２年７月31日（金）必着
申請締切後に審査会を行い、交付決定します。
　申請書などの書類は町のホームページや教育委
員会生涯学習・文化振興係で準備しています。

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響で、事
　業実施予定日が未定の場合もお問い合わせください。

【問い合わせ】教育委員会生涯学習・文化振興係　☎ 85-6146
　 広報しらたか   2020. 6 広報しらたか   2020. 6 2223
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